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　グローバル化に対応するため政府は

2008 年に留学生 30 万人計画を発表し、グ

ローバル戦略展開の一環として 2020 年を

目途に留学生受け入れ 30 万人を目指し

ている。しかし、留学生総数は 2010 年

の 141, 774 人をピークに下降し 2013 年は

135,519 人となっている。2011 年の東日本

大震災及び原発事故の影響もあるが、一方、

日本への留学生の送り出しの多いアジア各

国の経済成長に伴う高等教育機関の拡充と

留学先の多様化も進んできている。留学生

30 万人を達成するには、多面的なアプロー

チが必要となっており、『グローバル 30』、

『スーパーグローバル 30』はじめ政府も

様々な施策を実施している。

　日本国内の 18 歳人口は 2018 年以降 120

万人を割り込む統計が出ている。今後は国

内の学生は減少の一途を辿る。そこで、各

大学は優秀な人材を海外から、外国人留学

生を積極的に受入れる必要性に迫られてい

る。すでに多くの大学が海外に拠点を設置

し、現地での交流・広報・募集活動を推進

する動きがみられる。なお、『グローバル

30』の取組の一環として、現在 7 カ国 8 都

市に、日本留学の窓口となる「海外大学共

同利用事務所」が設置されている。そして、

日本の大学全体の情報の提供や入学説明会

の開催、入学審査など、現地での活動を支

援するサービスを提供している。 平成 25

年現在、東北大学、筑波大学、東京大学、

名古屋大学、京都大学、九州大学、早稲田

大学、立命館大学の 8 大学が、ロシア、チュ

ニジア、インド（２）、ウズベキスタン、

ベトナム、エジプト、ドイツの 7 か国 8 か

所に事務所を開設している。

　ここでは、株式会社ベネッセコーポレー

ション並びに公益財団法人アジア学生文化

協会が作成した『日本への留学生送り出し

上位国の国別留学関連データ』の一部をご

紹介し、送り出し国の現状をデータで把握

し、今後海外からの留学生の受入れを考え

る資料としたい。（アジアの友編集部）

データから見る

日本への留学生送出し上位国の概況

―中国、韓国、台湾、タイ、インドネシア、ベトナム、米国―
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≪留学生数の推移≫ （出典：JASSO（日本学生支援機構）平成 25 年度外国人留学生在籍状況調査結果）

（出典：JASSO 平成 25 年度外国人留学生在籍状況調査結果）

≪大学院・大学（学部）・短期大学・高等専門学校・専修学校・準備教育課程における
留学生数の推移≫

（各年 5 月 1 日現在）
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表 A.B.（出典）JASSO（日本学生支援機構）：平成 25 年度外国人留学生在籍状況調査結果よ

り 10 位まで抽出

＊中国と韓国からの留学生を合わせると、全留学生に占める割合は 71.7（前年度
74.8）％となっている。

≪国内の 18 歳人口の推移≫ （出典：JAPAN STUDY SUPPORT 総合パンフレット）

文部科学省「学校基本調査報告書」等に基づき作成
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Ｂ．出身国（地域）別短期留学生数

＊中国、韓国、台湾からの短期留学生を合わせると、51.7（同 52.9）％、アメリカ、
フランス、ドイツからの短期留学生を合わせると、20.7（同 20.4）％となっている。

日本留学に関連した国別データ（中国、韓国、ベトナム、台湾、インドネシア、タイ、
アメリカ合衆国）

1. 〜 7.（出典）2014 年度外国人留学生受入れ志望動向研究会資料（ABK ｘ Benesse）より
① UNESCO(United Nations Educational, Scientific and Cultural Organization; ユネスコ )　② JASSO　
③ IMF(International Monetary Fund; 国際通貨基金 )　④ UNESCO　⑤ ITU(International 

１．中国
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２．韓国

３．ベトナム

４．台湾
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５．インドネシア

６．タイ
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区分

日本留学

フェア教

育展等に

参加して

入学を希

望する学

校に直接

問い合わ

せして

在外日本

大使館等

の在外公

館に問い

合わせし

て

母国の政

府機関に

問い合わ

せして	

日本学生

支援機構

(JASSO)

に問い合

わせして

インター

ネットを

利用して

学校や日

本学生支

援機構

(JASSO)

のＨＰを検

索して

その他の

民間団体

に問い合

わせして

日本の出

版物を購

入して

母国の学

校や教員

に相談し

て

親戚や友

人に相談

して

その他 不明

平成 25 年

回答数

（人）

1,262 1,466 219 686 197 2,247 1,053 295 1,802 2,539 230 14

率 （％） 20.7 24.1 3.6 11.3 3.2 36.9 17.3 4.8 29.6 41.7 3.8 0.2

平成 23	年

率 （％）
27.8 33.2 6.1 18 4.9 32.3 15.1 3.3 21.8 37.8 3.1 0.1

平成 21	年

率 （％）	
19.3 23.5 4.5 11.8 3.2 37.3 16.6 5 30.4 17 2.6 0.4

日本留学に当たっての情報収集、日本を留学先として選んだ理由、日本留学の目的、
日本留学前の苦労等に関するデータ

Ｃ．Ｄ．Ｅ．Ｆ（出典）JASSO：平成 25 年度私費外国人留学生生活実態調査より（「日本留学前の状況」）

C． 留学情報の入手方法	（複数回答設問）

７．米国
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区分

日本社会

に興味が

あり、 日

本で生活

したかっ

たため

日本の大

学等の教

育、 研究

が魅力的

と思った

ため

地理的に

近いため

興味ある

専門分野

があった

ため

異文化

に接した

かったた

め

日本語 ・

日本文化

を勉強し

たかった

ため

日本と関

連のある

職業に就

きたかっ

たため

奨学金を

得られた

ため

友人、 知

人、 家族

等に勧め

られたた

め

大学間

交流等を

きっかけ

として

他の国も

考えてい

たが、 学

力や費用

等の条件

が一番

合ったた

め

その他 不明

平成 25年

回答数

（人）

3,443 2,004 1,260 1,333 1,315 2,744 1,345 263 1,316 369 769 86 3

率 （％） 56.6 32.9 20.7 21.9 21.6 45.1 22.1 4.3 21.6	 6.1 12.6 1.4 0.0

平成 23	

年率 （％）
56.6 33.9 21 23.1 24.1 49.6 28.5 3.2 23.4 4.5 - 1.9 0.0	

平成 21	

年率 （％）
53.1 33.2 21.1 25.1 22.3 46.4 29.3 4 26.4 4.7 - 1.0	 0.1	

区分
学位を取

得する

教養を身に

付ける

就職に必

要な技能

や知識を

身に付ける

日本で働

く、 もしくは

日本企業

に就職する

国際的な

経験をつん

で、 国際的

な人脈を作

りたい

国際的な

考え方を身

に付けたい

良い環境

で研究を行

う

日本語の

能力を高

めたい

他文化に

接する
その他 不明

平成 25 年

回答数

（人）

3,358 1,425 2,430 2,312 1,810 1,766 879 2,150 798 61 3

率 （％） 55.2 23.4 39.9 38.0 29.7 29.0 14.4 35.3 13.1 1.0 0.0

平成 23	年

率 （％）
59.1 26.9 54.4 - 44.8 36.5 15.1 26.5 17.8 1.4 0.1

平成 21	年

率 （％）
54.6 17.5 54.0 - 47.4 33.0 12.4 41.5 21.1 1.0 0.1	

Ｄ． 日本を留学先として選んだ理由	（複数回答設問）

E． 留学の目的	（複数回答設問）

区分 情報の収集 日本語学習
留学先学校と

の事前連絡
留学ビザ取得 留学資金準備 入学試験 その他 不明

平成 25 年

回答数 （人）
2,442 3,083 1,330 1,520 2,658 1,466 233 34

率 （％） 40.1 50.7 21.9 25.0 43.7 24.1 3.8 0.6

平成 23	年率

（％）
44.4 49.8 26.0 28.0 49.5 4.4 4.4 0.4

平成 21	年率

（％）
38.3 54.6 23.7 34.5 47.5 2.7 2.7 0.6

F． 留学するまでに特に苦労したこと	（複数回答設問）
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留学関連データから見て取れる各国の特色

▲

中国

　最大の留学生送り出し国である中国の

海外留学者数は 2012 年に約 70 万人、その

うち日本への留学者は 12％の約 8.2 万人。

2011 年の東日本大震災、原発事故を境に

中国から日本への留学者数は減少傾向にあ

り、更に、近年の領土問題に端を発して冷

え込んだ日中関係も影響して留学生数は減

少しているが、日本における留学生数は最

も多く、変わらず最重要国である。日本

語学習者数も 2012 年には 100 万人を超え、

日本への留学の高い潜在力を有する。なお、

膨大な人口を抱える国であり、国土が広大

なため、今後大都市の北京、上海以外の所

得の高くなっている地方主要都市も視野に

WEB でのアプローチは必須であろう。

▲

韓国

　アジア圏において韓国は海外への留学生

が 10 万人を超える比較的大きい留学市場

を有している。

　日本への留学希望者はここ数年減少傾向

にあり 2012 年約 1.7 万人。日本語学習者

数は約 80 万人を超える。近年では米国に

加え、中国への留学が急増している。一

方、1999 年に始まったワーキングホリデー

の人気は高く毎年発給枠を超える応募者が

ある（2013 年現在 10,000 人枠）。韓国では

近年大学への進学率が 90％を越えるため、

大学卒業後の留学を希望する学生が多い。

▲

ベトナム

　近年、日本への留学希望者数が著しく増

加していて 2013 年には日本留学者数は台

湾を抜いて第 3 位に。その背景には、日系

企業のベトナム進出に伴う日系企業への就

職希望者の増加とそれに伴う日本語学習熱

の高まりがある。日本語教育も活発化し、

2012 年は日本語学習者も 4.5 万人を超え、

急速に増加している。ただ、一人当たりの

GDP は 1,752US$ とまだ低く、海外への留

学に当たっては財政状況に問題がある人が

多いのは否めない。

▲

台湾

　海外留学者数は減少傾向にあるが、日

本への留学者比率は比較的安定していて、

留学生数は第 4 位と根強い日本人気があ

る。また、日本語学習者の数も約 23 万人

と多く、日本留学の送り出し国として重

要。一方、2009 年に始まったワーキング

ホリデーの人気は高く発給枠を超える応

募者がある（2013 年現在 2,000 人枠）。地

理的な近さ、GDP（2012 年、20,386US$）

の高さから見ても、今後とも多様な形で

の留学が見込める。

▲

インドネシア

　海外留学者数は横ばいだが、日本への

留学者数は微増（2012 年 2.4 千人）。ただ、

日本語学習者は2012年には87万人を超え、

中国に次いで多い国で、日本への留学者は

潜在的にある。海外留学者数は約 3.5 万人



アジアの友　第 511 号　　　2014 年 10 月 20 日発行

11

デ
ー
タ
か
ら
見
る
日
本
へ
の
留
学
生
送
出
し
上
位
国
の
概
況

と総人口に比して相対的に少ない。2012

年の一人当たりの GDP は 3,590US$ と高

い経済成長が続いている。日本とは政治・

経済・文化面でも良好な関係にあるが、非

漢字国で言葉の障壁は無視できない。

▲

タイ

　政治的には不安定要素が続いているが、

安定した経済成長が続き、タイの一人当た

りの GDP は ASEAN ではシンガポール、

ブルネイ、マレーシアに次いで高く 2012

年には 5,390US$ 。中流階層以上の伸びも

上昇しているため海外留学志望者は、今後

も増えてゆくと予測できる。日本語教育機

関も充実しており日本語学習者も 2012 年

に約 13 万人。なお、2012 年現在タイから

の海外留学が多いのは、1 位中国、2 位米

国、3 位イギリス、4 位オーストラリア、5

位日本となっている。

▲
米国

　日本留学者数は第 9 位で、アジア以

外では一番多い。なお日本留学は短期

留学が中心となっている。1 人当たりの

GDP が 51,708US$ とアジア諸国と比べ

格段に高い数値であり、日本留学の動機

は、教育の質的な要素がより重視される

傾向にある。

概 括

　今後、留学生数を増加させるためには、

「日本留学のメリット」を各国に広報し、日

本留学を希望する人が、日本留学に関する

一連の情報（日本語教育機関、大学、諸費

用、諸手続、日本での生活、奨学金、その他）

が容易に入手でき、チェックできるように

することが不可欠である。英語はもちろん

のこと、各国語で情報の提供が、必要であ

る。情報提供は① WEB ②留学フェア ③現

地の出先機関 ④直接の問い合わせ等々複合

的に行う必要がある。更に、留学のための

諸手続の簡素化（WEB 出願等）、事前の奨

学金に関する情報等も重要である。

　近年は中国、韓国等も留学生受け入れに

力を入れており各国の海外留学先が多様化

してきているので、留学前のアプローチは

重要になっている。
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　留学生の受け入れは、特に海外

に対し直接入学許可を出そうとす

れば、広報活動に始まり、願書受付・

志願処理、在留資格認定証明書交

付申請（留学ビザの取得）、入国手

続き、宿舎、入国後の行政手続き（在

留カード、健康保険等）など、日

本人学生とは基本的に異なる、専

門的なノウハウが求められる業務

となります。

　当協会では留学生受け入れのそ

れぞれのフェーズで、大学での実施が求め

られる業務（左側フロー）に対し、当協会

で提供する支援業務（右側フロー）を設定

し、国際化を積極的に進めたいと考える大

学等に対し提供いたします。

  海外広報業務

　自校の学校情報をいかに広く周知させる

大学国際化業務のアウトソーシング業務の可能性
～当協会で提供する留学生受け入れトータルサービスのご紹介～

　さる 11 月 6 日の日本経済新聞に大学業務の外部委託に関する記事が掲載されまし
た。記事によると、海外留学相談や、清掃などキャンパス内の実働業務、図書館の管理
運営、職員募集などで業務がアウトソーシングされ、それは私立大学のみならず国立大
学にも波及しているというものです。
　さて、当協会においても国際交流業務のうち留学生受け入れにおいて、長年留学生を
受け入れてきた実績を下にトータルに業務を請け負う体制を構築し、サービスを提供す

ることとなりましたので、ここにご紹介します。

か。それは今やインターネットをいかに有

効活用できるかにかかっていると言えま

す。「JAPAN STUDY SUPPORT」http://

www.jpss.jp は当協会が留学生相談業務を

行ってきた経験を基に、徹底的に“留学生

目線”にこだわって製作された日本留学総

合情報サイトです。このポータルサイトで

外国人留学生のための入試情報をわかりや

すく整理して提供すると同時に、有料掲載
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校にはアピール力の高い詳細な学校情報を

加えて、ユーザーを大学個別の案内（学校

公式サイト、学校案内ダウンロード）へと

導きます。

  学歴・入学資格判定支援業務

　志願者の学歴が大学入学資格を満たすか

どうかを調査、レポートします。果たして

この志願者の学歴は「日本の学校教育にお

ける 12 年の課程修了」に相当すると言え

るのか。

　世界各国の教育制度、大学入学資

格統一試験の有効性、外国人学校の

認定、中等教育修了証明書の判定な

ど、志願者の学歴が文部科学省の規

定する日本の高等教育機関入学資格

および各教育機関の出願条件を満た

すかどうかを見極めるには、詳細な

調査が必要となります。

　今後ますます志願者の出身国およ

び学歴構成の多様化が予想されるこ

とから、出願資格判定に資する各志願

者の学歴調査レポートを提供します。

  志願処理支援業務

　外国人志願者の出願書類の不備不足を整

えて提供します。海外からの直接出願枠を

増やし、今以上の外国人留学生数の増加を

見込みたい。そのために必要なことは、様々

なバックグラウンドを持つ志願者に対応で

きる願書受付け体制の構築です。

　複雑な学歴判定、書類不備不足の整備、

各国現地への外国語での問い合わせなど、

通常の願書処理に比べて膨大な手間と高度
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なスキルが要求される願書受付け業務に対

応すべく、当協会ではこれまで蓄積された

ノウハウとデータを駆使し、各大学の募集

要項に合わせて願書を整え、出願資格を判

定の上、書類審査可能な状態にして提供し

ます。

  在留資格認定申請書作成支援業務

　在留資格認定証明書の申請書類作成をサ

ポートします。

　渡日前入試など、海外からの直接

出願による合格者は在留資格（ビザ）

を取得しなければなりません。入国

管理局への申請書類の作成やビザ取

得に関するアドバイスを行います。

  エントリーサポート

　業務学に際しての連絡業務を一貫

して引き受けます。（エントリーサ

ポートデスク）

　特に渡日前入試で留学生が海外か

ら来日する際、合格後から入学に至るまで

には、ビザの取得、入国スケジュールの調

整、宿舎への入寮対応、空港から滞在先や

大学までの道案内など、入学者との様々な

連絡作業が発生します。当協会が大学の連

絡窓口としてそれらの応対業務を引き受け

ます。

  海外拠点設置運営サポート業務

　海外拠点設置、拠点運営サポート、海外
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広報の立案実施。

　学生の留学派遣や現地留学生募集、

研究拠点として海外に拠点を設置する

大学が増えています。しかし、継続的

で有効な活動が実施できるかどうか、

各国の法的制限など事前に十分な検討

が必要です。当協会では現地事情に精

通した信頼できるパートナーととも

に、東南アジアにおける海外拠点の設

置から運営までのサポートを行ってい

ます。また、海外における留学生募集

など、大学の海外広報の企画を立案し

実施します。

●海外事務所への派遣教員・スタッフが現

地での研究・教育活動に集中できるよう、

当協会パートナー法人が人員を配置し事務

局の事務機能を一括してサポート、下支え

致します。

●日本側当協会は、現地で処理された会計

書類や業務内容を監査・監督し、為替レー

トの調整を行い、業務経費の海外送金・清

算をするなど、大学側の経理処理方法に

あった形式に整え、会計・監督業務を実施

します。

●これにより、大学は海外人員雇用とそれ

に伴う社会保険・税金処理、外貨レート調

整が必要となる経理処理等、手間のかかる

業務を信頼できるシステムの下で、分離す

ることが出来ます。

　以上、関係者の皆様方にご満足いただけ

るサービスを提供できるよう、スタッフ一

丸となってこの新しい業務に取り組んでま

いりますので、ご関心をお持ちいただけま

したら、まずはお気軽に当協会までご相談

ください。

ご連絡先
公益財団法人 アジア学生文化協会 
アジア教育交流事業部 
Tel  03-3946-7565
E-mail  hoshi@abk.or.jp
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日本式教育の幼稚園

　私は 2001 年にネパールの国立トリブバ

ン大学（Tribhuvan University）の大学院

で健康教育学の修士課程を修了した後、大

学で非常勤講師をしながら、2002 年に開園

した日本式幼稚園で園長をしていました。

　ネパールの一般の幼稚園というのは、子

供たちが１日中机に座って勉強するという

学習塾のようなところなのですが、その幼

稚園＝バネパ光幼稚園では日本と同じよう

に子供が遊びながら学ぶ教育方法を取り入

れていました。学費は一般のネパールの幼

稚園より高めですが、食事も三食ついてい

て、設備もいいものでした。

　「バネパ」という場所は市まではいかな

ネパールの子供たちのために

アチャヤ・ウシャさん　（Ms. Acharya Usha）  〜ネパール

大妻女子大学大学院 人間文化研究科 人間生活科学選考 修了（博士）

ネパールから来日した
ウシャさんは、およ

そ８年間日本で留学生活を
送り、今年３月に博士号を
取得しました。帰国を控え
たウシャさんに、ネパール
の子供たちの発育に関する
研究の成果や日本での生活
のことなどをお話しいただ
きました。
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い規模の町なのですが、バネパ幼稚園はそ

この役場と一緒にモデル幼稚園として作ら

れました。ですから学校関係者が見学に来

たり、他の学校の先生の実習を行ったりも

していて、今では他の幼稚園でもこの日本

式教育を取り入れているところがあるそう

です。

　生徒数は現在 50 人ほどですが、初めの年

は３人しか集まりませんでした。親が遊び

に行くのなら家で遊んでも同じではないか

と理解を示してくれなかったんですね。で

も、開園して 1 年経って結果が見えてくる

と徐々に生徒が集まるようになりました。

　外国留学の経験がある親は大学の先生を

していることが多いので、私たちスタッフ

もあちこちの大学に行って、幼稚園の良さ

を伝えました。結果、彼等の口コミや紹介

で光幼稚園の評判が広がっていったんです

ね。

　例えば他のネパールの幼稚園に通ってい

る子は朝行きたくないと泣いたりするので

すが、光幼稚園の子供は休みの日も学校に

行きたいと言う。ある親は、それを見て自

分の子供を光に入れた、と言っていました。

ほかの学校の先生たちは勉強を何科目も厳

しく教えるのが仕事ですから子供たちと遊

ぶ時間はありません。当然子供たちも「先

生は嫌い」「学校は嫌い」、という意識を持っ

てしまうんですね。

　また、光幼稚園では小さい子供の世話を

したり、様々な仕事を当番制でやらせます

から、自然とお互いに協力するということ

を学びます。ネパールの社会は親は自分で

やらずに子供に「やって、やって」という

社会ですから、子供も仕事をするのが嫌に

なってしまいます。しかし光幼稚園では先

生が一緒にやりましょうと子供たちを誘い

ますから子供たちも喜んで仕事をするよう

になる。現場にいて、そうした日本の教育

のやり方はすごいと思いました。実際うち

の息子もこの幼稚園に通っていましたが、

従姉妹の子たちとは違いましたね。助け合

えるというか、普段から進んで協力できる

という感じです。こうしたことは、成長す

るにつれ、より大きな成果となって現われ

てきますから、幼稚園での教育は本当に大

事だと思います。

日本への留学と発育の研究

　私自身、こうした現場で仕事をしている

うちに、日本で学んでみたいという気持ち

を強く持つようになり、設立者である先生

に日本留学のことを相談したんです。する

と先生は自分の娘さんが通っていた千葉県

の三育学院大学を紹介して下さり、私は

2006 年にこの大学に留学することになり

ました。

　歴史や文化はもちろん、島国という自分

には想像できない地理のことなど、日本へ

の興味は子供の頃から持っていて、高校生

の頃には日本に行って見たい、留学してみ

たいと思っていましたから、夢がかなった

という感じですね。
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　留学先の三育学院大学には学部生として

入学し 1 年半日本語を学び、その後千葉大

学の大学院で２年間研究生として子供の教

育と栄養について学びました。当初はこの

２年間で帰国するつもりだったのですが、

研究の大切さや楽しさがわかるようになる

につれ、せっかく日本に来れたのだから、

できれば博士課程まで進みたいと思うよう

になっていったんです。

　そして千葉大学の先生に大妻女子大学の

大澤清二教授を紹介していただき、2010

年、先生のいる人間文化研究科に入学しま

した。研究テーマは子供の発育で、ネパー

ルには独自の発育標準値がないので、それ

をどうすれば作れるかというものでした。

　ネパールには民族もカーストもたくさん

あるので、一つの標準値では評価できませ

ん。民族による違いはもちろんですが、同

じ民族でもカーストの高低によって骨格は

異なりますし、ネパールには標高 100 メー

トル以下のところから 8000 メートル以上

のところまでありますから、住んでいる場

所によっても体つきが違ってくるんです。

例えばシェルパという民族は 5000 メート

ルの地域にまで住んでいます。私はそこま

では行けませんでしたが、その半分、2500

メートルの地域の村まで行って調査を行い

ました。

　そして結局、ネパール人の子供の体格は

大きくは３つに分けられる、つまり３つの

標準値が必要だということがわかりました。

　調査した子供の数は 2295 人で、それぞ

れ 25 項目を測定しました。各村に行って、

この日ここに子供たちを集めて欲しいとお

願いするんですが、みんなけっこう協力し

てくれましたね。測定は、身体測定だけで

なく、インタビューや片足立ちなどの身体

技術測定も行うので、当初は一人 1 時間く

高
地
に
広
が
る
シ
ェ
ル
パ
族
の
村
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らいかかりました。です

から現地の大学院生にも

協力してもらい調査をし

ました。

　また、これは調査の付

随効果ですが、実際に各

民族やカーストが暮らす

現場に行ったので、自分

の知らないネパールの状

況がわかりました。例え

ば、民族やカーストによ

る教育を受けるチャンス

の違いについて、教科書

ではそういう事実がある

ことを学んでいましたが、

現場はどうなっているか

ということは知りません

でした。ですから今回彼

等の家に行って、彼等が

どういうものを食べて、

どういう生活をしている

かということを目の当た

りにすることが出来て、

良い勉強になったと思っています。

　さらに、ネパールにはたくさんの民族、

たくさんのカーストがありますから、お互

いに外国人みたいだなということを改めて

感じました。共通語はネパール語ですが、

民族によって、お年寄りや子供の中には話

せない人もいますから、通訳が必要になる

んですね。

　それに自分がこの民族はこういう人たち

じゃないかなと想像していたことも違って

いましたね。例えばネパール南部にはイン

ド系の人が住んでいますが、彼等の言語は

ヒンディー語ですし、北インドから入って

来ているということもあり、私たち一般の

ネパール人は彼等をちょっと怖いと感じて

います。でも実際に彼等の家に泊まって、

調査をしてみると、本当に協力的でいい人

たちでした。それは実際体験しないとわか

Kami と Musahar カーストの子供から作成した発育標準値（パイロット版）
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らないことなんです。

　私がこの調査で一番期待しているのは、

栄養不良の子供がネパールにはどのくらい

いるか、ということがわかるということで

す。今、外国政府や NGO のネパールへの

援助を見ると、きちんとしたデータなしに

援助を行っているようです。しかしそうし

た援助が本当に必要なところまで行き渡っ

ているかというと、それは大いに疑問です。

私はできれば、きちんとした標準値を作り、

栄養が足りている子供には援助をしなくて

いいのではないかと思います。

　そのデータはカーストごとに作る。今私

は上中カーストを一つのグループで作って

いますが、その中でも 50％以上の子供に

は援助の必要はありません。本当に必要な

のは 10％、一番危ないのは 3％のグループ

に入る子供たちです。その子供たちは必ず

援助しないといけないんです。

　また子供たちの座高も計りましたが、今

各学校で使っている机や椅子はこうした子

供たちの体格を無視したものがほとんどで

す。ある学校では足がぶらぶら宙に浮いた

状態で子供たちは１日を過ごしています。

将来私の作ったデータを提供すれば各学校

で子供のサイズに合うような勉強机、椅子

を用意することが出来ると思います。

　帰国後は、母校＝トリブバン大学の本校

で教えながら研究を続けたいと思っていま

す。子供の発育のことをやりたいとは以前

から考えていましたが、入学した時はまさ

か自分で国の標準値を作ることが出来ると

は思っていませんでした。私がそれが出来

たのは、大澤先生との出会いがあったから

です。先生はこれまで 30 年以上タイの発育

カ
ト
マ
ン
ズ
の
小
学
校  

（D
e V

isu

）
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標準値の研究をされており、最近 10 年は

ミャンマーについて、そして私が入学して

からはネパールのことも一緒に研究しまし

た。先生も自分の跡継ぎだと思って、留学

生である私を育ててくれたのだと思います。

　ですから、私も自分の研究を引き継いで

くれる弟子を育てなければなりません。こ

の研究はネパールにとって新しいことであ

り、必ず必要なことですから、たとえ給料

をもらえなくても、学生に教えたいと思っ

ています。

　民族の問題もあり、教員の中には、現状

で構わないという人もいます。そういう人

の意見を聞くと寂しいと感じることもあり

ますが、実現できなければ今まで自分が日

本で努力して学んだ意味がなくなってしま

います。ですから、そこは諦めずにがんば

りたいと思っています。

留学生にアドバイス！

　留学生には、せっかく日本に来ているの

だから母国とは違う日本の特別なところを

学んで欲しいと思いますね。例えばネパー

ル人と比べて日本人はよく努力をするし、

我慢強い。また、ネパール人も親切ですが、

日本人はそれとは違う親切さを持っていま

す。それらを母国に持ち帰って生かすこと

が出来ればいいと思います。

　勉学については、日本語で学ぶことは大

変だと思いますが、初心を忘れずに自分の

目標に向ってしっかりやることが大事かな

と思います。

　もちろん日本語は大変です。私は日本人

の学生と一緒に研究をしていたのですが、

彼等の３倍、４倍は努力していたと思いま

す。実際、来日する前には日本語がそこま

で大変だとは思っていませんでした。でも

大変であっても、日本語は特別な言葉であ

り、それ自体学ぶ意味がありますね。ネパー

ル語には日本語ほどたくさんの言葉、表現

方法はありません。日本語の持つそうした

表現の多様さ素晴らしさをわかっていくと

日本語を学ぶこと自体が楽しくなっていき

ます。楽しめれば多少時間がかかっても苦

労ではありません。

　私にとって、日本での勉学生活は本当に

意義のある楽しいものでした。

 （終）
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留学生キッチン
①　トゥロン（TURON）

（フィリピン風バナナの春巻き）

講師：リム ジセル グレース フェルナンド

留学生が紹介する母国のレシピ

材料（トゥロン12個分）…バナナ３本、春巻きの

皮6枚、黒砂糖約60g、水約100CC、揚油（キャ

ノーラ）適宜、シナモン・白ゴマ適宜

①ソースを作ります。黒砂糖に水を加え弱火でとろ

りとするまで煮詰めます

②春巻きの皮を斜め半分（三角）に切ります ③バナナを1/4に切ります。まず横に半分に

し、それから縦に半分に切ります

④軽く砂糖をまぶします ⑤三角形に切った春巻きの皮の上に④を置きます
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⑥両側を交互にたたみます ⑦巻いていきます

⑧巻き終わりました ⑨温まった油に入れ、中火で５−６分揚げます。途

中裏返し、両面がこんがり黄金色になったらお皿

に移します

あまーい極上スイーツの

出来上がり。手軽で最高

に美味しいフィリピンの

おやつを召し上がれ

⑩最後に①の黒砂糖ソースをかけ、お好みで

シナモンや白ゴマを振りかけます

※フィリピンではクッキングバナナを使用します

リム ジセル グレース フェルナンド

フィリピン出身

東京大学大学院 農学生命科

学研究科 応用生命化学専攻

（博士後期課程）
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い
で
す
か
と
言
い
た
い
で
す
ね
。

　

一
方
で
、
な
ぜ
謝
罪
を
繰
り
返
さ
な
い
と
い
け
な
い
の

か
と
い
う
日
本
の
気
持
ち
は
十
分
に
わ
か
り
ま
す
。
た
だ
、

今
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
は
何
事
も
世
界
基
準
に

合
わ
せ
て
そ
こ
に
従
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で

す
。
ド
イ
ツ
も
し
っ
か
り
謝
っ
て
、
そ
こ
か
ら
経
済
的
な

ブ
ー
ム
が
始
ま
り
ま
し
た
。
日
本
も
し
っ
か
り
謝
る
こ
と

で
、
今
よ
り
も
っ
と
盛
り
上
が
れ
る
は
ず
な
の
に
、
自
分

か
ら
孤
立
の
道
を
歩
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
少
し
心

配
で
す
。

　

私
は
韓
国
人
で
す
が
日
本
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、

中
立
的
な
立
場
で
、
互
い
の
国
を
心
配
し
な
が
ら
考
え
て

い
ま
す
。
韓
国
、日
本
、そ
し
て
中
国
が
力
を
合
わ
せ
た
ら
、

ア
ジ
ア
は
も
っ
と
強
く
な
れ
ま
す
。
そ
れ
が
で
き
な
い
今

の
状
況
は
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す

　

日
本
に
い
て
い
い
な
と
思
う
の
は
、
外
国
人
と
し
て
の

私
を
日
本
の
方
が
気
づ
か
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
す
ご
く
あ
り
が
た
い
で
す
。
私
が
拙
い
日
本
語
で

何
か
を
話
そ
う
と
す
る
と
一
生
懸
命
聞
こ
う
と
し
て
く
れ

る
。
そ
う
い
う
日
本
の
方
々
と
出
会
う
度
に
嬉
し
さ
が
込

み
上
げ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
カ
フ
ェ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、

お
客
さ
ん
の
態
度
に
も
日
本
人
の
優
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

先
日
も
ど
な
た
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
カ
フ
ェ
の
ネ

ッ
ト
の
掲
示
板
に
「
韓
さ
ん
が
と
て
も
親
切
に
接
客
し
て

く
れ
た
」
と
書
き
込
ん
で
く
れ
た
方
が
い
て
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
お
客
さ
ん
の
中
に
は
そ
う
い
う
方
ば
か
り

で
は
な
く
、
私
に
対
し
て
冷
た
い
態
度
を
と
る
人
も
い
ま

す
。
私
の
日
本
語
の
発
音
を
聞
い
て
、
急
に
笑
顔
を
止
め

る
人
が
い
た
時
は
と
て
も
寂
し
く
な
り
ま
す
ね
。
そ
う
い

う
時
は
、
や
は
り
今
の
日
韓
や
日
中
の
関
係
が
厳
し
い
か

ら
か
な
と
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、
韓
国
人
に
は
余
計
に
自
分

が
韓
国
を
代
表
し
て
い
る
、
自
分
が
韓
国
の
イ
メ
ー
ジ
を

作
っ
て
い
る
と
い
う
責
任
感
を
持
っ
て
日
本
で
生
活
を
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
で
も
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
も

連
絡
な
し
で
止
め
て
し
ま
う
韓
国
人
が
い
た
り
し
ま
す

が
、
そ
う
し
た
責
任
感
の
な
い
態
度
が
韓
国
の
イ
メ
ー
ジ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
も
っ
と
自
分
の
発
言
や
行

動
に
は
慎
重
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
っ
と
も
私
の
場
合
、
自
分
が
気
付
か
な
い
う
ち
に
、

ど
こ
か
で
日
韓
の
関
係
に
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
の
が
怖

く
て
、
討
論
に
な
っ
て
も
は
っ
き
り
し
た
自
分
の
考
え
を

述
べ
ら
れ
ず
、
逆
に
「
韓
国
人
は
み
ん
な
そ
ん
な
に
小

心
者
な

の
？
」

と
、
誤

解
さ
れ

て
し
ま

う
こ
と

も
あ
る

の
で
す

が
（
笑
）

ピ
ン
の
現
状
は
自
然
と
変
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

で
す
か
ら
、
貧
困
問
題
の
底
に
は
教
育
問
題
が
存
在
し

て
い
る
の
だ
と
思
い
、
そ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

将
来
は
子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
何
か
が
し
た
い
、
自

分
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
作
り
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
働
き
た
い
と

い
う
思
い
を
強
く
持
ち
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
人
々
の
置
か
れ
た
現
実
的
状
況
を
今
す
ぐ
変

え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
同
じ
状
況
で
も
、
人

は
気
持
ち
の
持
ち
方
次
第
で
周
り
の
見
え
方
を
変
え
る
こ

と
が
出
来
る
、
毎
日
を
楽
し
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

は
ず
で
す
。
そ
う
し
た
面
か
ら
、
将
来
は
心
理
学
な
ど
も

学
び
、
ト
ー
タ
ル
に
人
々
の
置
か
れ
た
現
状
を
改
善
す
る

た
め
に
役
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
韓
関
係

に
つ
い
て
、
今

両
国
の
関
係

は
慰
安
婦
の

問
題
を
は
じ

め
と
し
た
戦

争
責
任
問
題

の
た
め
に
冷

え
込
ん
で
い

ま
す
。
韓
国

政
府
が
日
本

政
府
の
謝
罪

を
求
め
て
い

る
の
に
対
し

て
、
日
本
は

ボランティアで触れ合った
フィリピンの小学生たちと

共にボランティアに参加した仲間たちと
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私
が
大
学
に
入
学
す
る
当
時
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ブ
ー

ム
が
起
き
て
い
た
た
め
、周
り
か
ら「
就
職
し
や
す
い
か
ら
」

と
勧
め
ら
れ
る
が
ま
ま
に
Ｉ
Ｔ
系
の
ソ
フ
ト
フ
ェ
ア
学
科

に
入
学
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
入
っ
て
見
る
と
ど
う
し
て

も
学
問
が
自
分
と
は
合
わ
な
い
ん
で
す
。
１
年
は
が
ん
ば

っ
て
み
よ
う
と
続
け
て
み
ま
し
た
が
、
や
は
り
進
学
す
る

気
持
ち
に
は
な
れ
ず
、
１
年
生
が
終
わ
る
頃
、
休
学
届
を

出
し
て
兵
役
で
軍
隊
に
行
き
ま
し
た
。

　

２
年
間
の
軍
隊
生
活
で
は
大
学
で
の
専
門
を
生
か
し
て

一
部
隊
の
パ
ソ
コ
ン
を
管
理
す
る
仕
事
を
し
な
が
ら
、様
々

な
訓
練
を
通
し
て
仲
間
と
一
つ
の
目
標
を
達
成
す
る
喜
び

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
自
分
の
専
攻
と
将
来
に
つ

い
て
た
く
さ
ん
考
え
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
自
分
の
母
語

以
外
の
言
語
を
学
び
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
大
学
に

入
学
す
る
以
前
か
ら
経
済
学
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
言

語
と
経
済
学
を
同
時
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
方
法
は
な
ん

だ
ろ
う
と
考
え
、
留
学
を
す
る
こ
と
に
決
め
た
ん
で
す
。

　

留
学
先
を
日
本
に
決
め
た
の
は
、
韓
国
と
日
本
の
経
済

成
長
が
似
て
い
た
か
ら
で
す
。
日
本
は
１
９
６
０
年
代
に
、

韓
国
は
１
９
８
０
年
代
に
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
ま
し
た

が
、
成
長
の
進
み
方
も
似
て
い
ま
す
し
、
日
本
が
バ
ブ
ル

が
は
じ
け
て
不
況
に
な
っ
た
よ
う
に
韓
国
も
今
不
況
に
陥

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
本
が
今
の
不
況
を
ど
う
や
っ

て
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
政
府
の
政
策
や
国
民

の
努
力
な
ど
を
現
場
で
見
て
学
び
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

　

自
分
が
勉
強
し
た
か
っ
た
の
は
経
済
学
の
中
で
も
社
会

保
障
論
と
社
会
福
祉
学
な
の
で
す
が
、
今
は
鈴
木
亘
先
生

の
ゼ
ミ
に
入
り
、
毎
週
日
本
の
社
会
問
題
に
つ
い
て
ゼ
ミ

生
同
志
で
討
論
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
は
Ａ
Ｃ
Ｃ
21
（
※
）
が
主
催
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

リ
ー
ダ
ー
塾
の
塾
生
に
な
っ
て
、そ
こ
で
毎
週
１
回
、貧
困
、

人
権
、
福
祉
、
環
境
な
ど
に
つ
い
て
塾
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
お
か
げ
で
、
世
界
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て

の
知
識
が
増
え
ま
し
た
。ア
ジ
ア
各
地
の
貧
困
、環
境
問
題
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
、
香
港
の
民
主
化
、
イ
ス
ラ
ム
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
ロ
シ
ア
・
・
・
。
以

前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
な
ん
と
な
く
見
過
ご
し
て

き
た
問
題
に
つ
い
て
今
は
自
分
の
意
見
を
言
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
休
み
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
英
語
留
学
を
し
た

の
で
す
が
、
そ
こ
で
現
地
の
小
学
生
と
触
れ
合
う
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
行
っ

た
の
は
、
都
心
か
ら
離
れ
て
い
る
山
の
上
に
あ
る
小
学
校

で
す
が
、
子
供
の
半
分
以
上
が
靴
を
は
い
て
い
な
い
、
素

足
で
歩
い
て
い
る
よ
う
な
学
校
で
し
た
。

　

そ
ん
な
環
境
で
も
子
供
た
ち
は
元
気
に
悲
壮
感
な
く
学

ん
で
い
る
の
で
す
が
、
彼
等
が
ど
ん
な
に
一
生
懸
命
勉
強

し
て
も
、
進
学
で
き
る
子
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
大
人
に
な

っ
て
も
就
け
る
仕
事
は
限
ら
れ
ま
す
。
私
は
子
供
た
ち
と

接
し
て
い
て
、
そ
う
い
う
現
実
を
と
て
も
悲
し
く
感
じ
ま

し
た
。
も
し
子
供
た
ち
が
希
望
す
る
ま
ま
に
、
平
等
に
教

育
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
、
彼
等
は
夢
を

持
つ
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
い
つ
か
自
分
の
意
思
で
国
を

変
え
た
い
と
思
う
は
ず
で
す
。
そ
う
な
れ
ば
今
の
フ
ィ
リ

学
習
院
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科 

２
年
生

貧
困
を
な
く
す
た
め
に
教
育
を

韓 

綵
成　
（M

r. H
A

N
 C

haeS
eong

）　

韓 

国

※ ACC21  アジアの現地 NGO との幅広いネットワークを基盤に、 アジアの貧困削減の実現に向け活動する国際協力 NGO
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　TNI で教えるようになって 3 年半。今

日は Facebook を通して見るタイの大学生

事情を書いてみたい。

　私が Facebook を始めたのは、今から 3

年前。日本にいる友達に紹介されて、日本

にいる友達との連絡用に始めた。学生に

はないしょにしていたのだが、名前を見

つけた学生がいて、友達リクエストが届

いた。軽い気持ちで OK したら、その後ど

んどん学生からのリクエストが届きあっ

という間に友達がタイ人だらけになった。

タイでは日本以上に Facebook が普及して

いて、今では Facebook を開くとタイ語の

投稿がズラリと並ぶ。毎日のように投稿

する学生もとても多く、開けるたびに新

しい投稿が 10 件以上たまっていることが

ほとんど。

　どこかに行った写真やちょっとしたつ

ぶやきのほかに、授業登録の前後には自分

が登録する時間割が載ったり、テストの

前にはノートを撮った写真が載ったりも

する。長い休み中には日本に行く学生が

多いので、日本の写真がやたら多くなる。

そしてプライベートなことだけでなく、

泰日工業大学（TNI）  　　　  

⑧ Facebook を通して見るタイの大学生事情

藤野 博史

奮闘記

バンコクの泰日工業大学で活躍するスタッフ＆先生によるリレーエッセイ

学生にテストの日の変更などのお知らせ

をするのも Facebook。学生からの質問も

Facebookのメッセージで届く。プライベー

トな部分にも公式な部分にも Facebook が

使われているのだ。

　そして新しく恋人ができて交際宣言す

るのも Facebook。ある日、普段からよ

く話している学生の交際宣言が出たので

びっくりした。この学生は男の子で、前

からずっと「彼女がほしい」と言い続け

ていた。そして、「今はあの子がいいと思っ

ています」などといろいろ報告してくれ

ていた。でもシャイなのでなかなか話し

かけることができず、そのままその恋は

終わるということが続いていた。

　その学生がいきなりの交際宣言。しかも

お相手は今まで一緒にいるところをあまり

見たことがない子。さっそくお祝いの「お

めでとう！！！」というコメントを送った。

同じことを思った友だちも多いようで、コ

メントが次々と増えていく。この子、とに

かく性格がいいので友だちも彼女ができた

ことを知ってうれしかったようだ。あっと

いう間に返事も含めてコメントが 100 を
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突破。なぜか僕の送った「おめでとう！！」

に「いいね」が 10 個以上。それにして

も、付き合うことが決まったらその日に

Facebook で報告というのが面白い。

　また、先日大阪へ 1 年間の留学に旅

立った学生は、飛行機の時間やチェック

インする時間などを細かく Facebook に

投稿していた。この学生とは願書を書く

ときから関わっているし、普段もよく話

しているので見送りに行くことにした。

0 時 20 分発の飛行機なのに、8 時に空

港のカウンターに行ったらもうチェック

インも済ませていた。

　Facebook の投稿を見た友達が次々に

やってくる。そしてすることは写真撮影。

とにかくカメラが休むひまがないぐらい

に次々とポーズを変え、場所を変えて写

真を撮りまくる。僕がいた 1 時間半ぐら

いの間だけでも撮った写真は 200 枚は

軽くオーバーしていると思う。そしてそ

れらの写真はまたまた Facebook に投稿

されるのだ。

　こんなこと 5 年前には考えられなかっ

た。でもこれが今では当たり前。果たし

て、5 年後にはどんなことになっている

のだろうか。

Facebook より

サマープログラムに参加した日本人学
生と交流する TNI の学生達

日系企業から奨学金を授与された TNI の学生達

藤野　博史（ふじの　ひろし）　泰日工業大学 教養学部日本語講師。2011 年より現職。
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vent＆   estival

 響きで紡ぐ アジア伝統弦楽器展
日本、中国、韓国、インドを中心とした各国、各地域の伝統弦楽器をご紹介。アジア弦楽器が
持つユニークな形状や音色を通じてアジア諸国における文化交流の軌跡をたどります。

●会期：2014 年 10 月 29 日（水）～ 2015 年 2 月 4 日（水）
●会場：早稲田大学演劇博物館 1 階 六世中村歌右衛門記念特別展示室（〒 169-8050　東
京都新宿区西早稲田 1-6-1 ／東京メトロ東西線「早稲田」駅（3a または 3b 出口）から 徒
歩 7 分、都電荒川線「早稲田」駅から 徒歩 5 分）
●入場料：無料
●主催：早稲田大学演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点　
TEL.03-5286-1829　http://web.waseda.jp/enpaku/

 タイ・ナショナルデーフェスティバル 2014
タイ料理屋台、雑貨販売、タイ音楽等

●開催日時：2014 年 12 月 6 日 ( 土 )・7 日 ( 日 )　10:00 ～ 19:00　※ 雨天決行
●入場料：無料
●会場：代々木公園ケヤキ並木（JR「原宿」下車　徒歩 3 分　東京メトロ千代田線「代々木公園」
(C02) 下車徒歩 3 分）

2014 年日中韓国立博物館合同企画特別展
「東アジアの華　陶磁名品展」

本展覧会は、日本、中国、韓国の 3 か国の国立博物館が合同で実施する初めての国際共同企
画展です。中国は中国国家博物館、韓国は韓国国立中央博物館の所蔵品、日本からは東京国立
博物館の所蔵・寄託品、文化庁の所蔵品と、各国 15 件ずつ、あわせて 45 件が出品されます。
各館の陶磁器コレクションの特徴をふまえて厳選された名品が一堂に会します。

●会期：2014 年 11 月 24 日（月・休）まで
●会場：東京国立博物館　本館特別 5 室（JR 上野駅公園口・鶯谷駅南口より徒歩 10 分）
●開館時間：9：30 ～ 17：00( 入館は閉館の 30 分前まで )
●観覧料金：一般 620 円（520 円）、大学生 410 円（310 円）
　　　　　　＊ (　) 内は 20 名以上の団体料金
●主催：東京国立博物館、中国国家博物館、韓国国立中央博物館
●お問合せ：03-5777-8600 ( ハローダイヤル )
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 第 8 回タイフェア in 横浜 2014
タイ料理屋台、雑貨販売、アーティストパフォーマンス等

●開催日時：2014 年 12 月 13 日 ( 土 )・14 日 ( 日 )　10:00 ～ 19:00　※ 雨天決行
●入場料：無料
●会場：山下公園（JR「石川町」下車　徒歩 10 分、「関内」下車 15 分、地下鉄みなとみら
い線「元町・中華街」下車　徒歩 3 分、横浜市営地下鉄「関内」下車 15 分）
●主催：NPO 法人アジア子ども教育基金協会
●問合わせ：　Tel  090-5563-9930   e-mail  bmi@bmi-music.com

平成 26 年春の叙勲発令で旭日

中綬章を受賞した泰日工業大

学（TNI）のクリサダーヴィサワ

ティーラノン学長の、これまでの

歩みを辿った一冊。日本留学時代

の思い出や、ものづくり教育へ

の熱い思い、TNI の教育方針とこ

れまでの成果などが、たくさんの

写真および資料とともにインタ

ビュー形式で収められている。

発行：泰日工業大学（TNI）

BOOK

「タイにおけるものづくり教育とクリサダー学長　

  〜泰日工業大学（TNI）での技術移転実践論」

●主催：NPO 法人アジア子ども教育基金協会
●問合せ： Tel 090-5563-9930　 e-mail  bmi@bmi-music.com
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奨
しょうがくきん

学金情
じょうほう

報

●対
たいしょう

象：①外
がいこく

国の国
こくせき

籍を有
ゆう

し在
ざいりゅうしかく

留資格「留
りゅうがく

学」

の学
がくせい

生。② 2015 年 4 月時
じ て ん

点で日
に ほ ん

本の大
だいがくいん

学院

博
はか

士
せ

課
か

程
てい

在
ざい

籍
せき

（ 学
が く ぶ せ い

部 生、 修
し ゅ う し か て い ふ か

士 課 程 不 可 ） 

③他
ほか

の奨
しょうがくきん

学金・助
じょせいきんとう

成金等を受
う

けていないこと。 

④東
とうきょうと

京都、神
か な が わ け ん

奈川県、埼
さいたまけん

玉県、千
ち ば け ん ざ い じ ゅ う

葉県在住の

学
がくせい

生。⑤日
に ほ ん ご の う り ょ く し け ん

本語能力試験 1 級に準
じゅん

ずる会
かいわりょくおよ

話力及

び文
ぶんしょうりょく

章力を有
ゆう

する学
がくせい

生。⑥健
けんこう

康であること。 

⑦国
こ く さ い り か い

際理解と親
しんぜん

善に関
かんしん

心を持
も

ち、貢
こう

献
けん

を意
い

図
と

する学
がくせい

生。⑧月
げつれいかい

例会に必
かなら

ず出
しゅっせき

席できる学
がくせい

生。 

⑨月
げつまつ

末に 400 字
じ

のレポートを必
かなら

ず提
ていしゅつ

出できる

学
がくせい

生。

●給
きゅうふきんがく

付金額：月
げつがく

額７万
まんえん

円

●給
きゅうふきかん

付期間：2015 年４月から１年
ねんかん

間　

●採
さいようにんずう

用人数：４名
め い い な い

以内

●応
おう

募
ぼ

方
ほうほう

法：申
もうしこみしょ

込書（ホームページからダウン

ロード可
か

）と必
ひつようしょるい

要書類を主催団
だんたい

体に郵送。

●募
ぼしゅうきかん

集期間：11 月１日～ 30 日

●主
しゅさいだんたい

催団体：一
いっぱんざいだんほうじん

般財団法人 高
たかくこくさいしょうがくざいだん

久国際奨学財団 

東
とうきょうとみなとくにしあざぶ

京都港区西麻布 4-17-4　

E-mail  info@takaku-foundation.com

URL  http://www.takaku-foundation.com/

■ 高
たか

久
く

国
こく

際
さい

奨
しょう

学
がく

財
ざい

団
だん

外
がい

国
こく

人
じん

奨
しょう

学
がく

生
せい

■ 東
とうかきょういくぶんかこうりゅうざいだんしょうがくせい

華教育文化交流財団奨学生

●対
たいしょう

象：2015 年４月１日現
げんざい

在、日
に ほ ん

本の大
だいがく

学

（学
がく

部
ぶ

３・４年
ねん

生
せい

）もしくは大
だいがくいん

学院に在
ざい

（入
にゅう

）

学
がく

する私
しひちゅうごくじんりゅうがくせい

費中国人留学生（台
たいわん

湾、香
ほんこん

港、マカ

オ出
しゅっ

身
しん

者
しゃ

を含
ふく

む）で、 留
りゅうがくせいかつじょうけいざいてきえんじょ

学生活上経済的援助を

必
ひつよう

要とすると認
みと

められ、学
がくりょくゆうしゅう

力優秀で身
しんたいけんこう

体健康な

者
もの

。月
げつがく

額 2 万円を超
こ

える他
た

の奨
しょうがくきん

学金との併
へい

給
きゅう

不
ふ

可
か

。

●給
きゅうふきんがく

付金額（月
げつがく

額）：10 万円

●給
きゅうふきかん

付期間：2015 年４月から１年以内

●新
しんきさいよう

規採用：10 名
めい

●応
おうぼほうほう

募方法：主
しゅさいだんたい

催団体まで応
おうぼしょるい

募書類を郵
ゆうそう

送する。

募
ぼしゅうようこう

集要項・申
もうしみしょるい

込書類は主
しゅさいだんたい

催団体ホームページか

らダウンロード可
か の う

能

●応
お う ぼ き か ん

募期間：11 月１日～ 20 日

●主催団体：公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

東
とう

華
か

教
きょう

育
いく

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

財
ざい

団
だん

　東
とうきょうとちゅうおうくぎんざ

京都中央区銀座八
はっちょうめ

丁目２番
ばん

１２号
ごう

　　

☎ 03-3571-7613

E-mail  info@donghua.or.jp

URL  http://www.donghua.or.jp
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イベント情
じょうほう

報

■ 本
ほんじょうこくさいしょうがくざいだんがいこくじんりゅうがくせいしょうがくきん

庄国際奨学財団外国人留学生奨学金

●対
たいしょう

象：①日本の大
だいがくいん

学院に留
りゅうがく

学する日本国籍を

持たない学生のうち、学
がくぎょう

業、人
じんぶつ

物ともに優
すぐ

れ

ながら経
け い ざ い て き り ゆ う

済的理由により援
えんじょ

助が必
ひつよう

要と認
みと

めら

れる者
もの

。② 2015 年 4 月以
い こ う

降に在
ざいせき

籍してい

るまたは入
にゅうがく

学が許
き ょ か

可されており、在
ざいせきしょうめいしょ

籍証明書、

合
ごうかくしょうめいしょ

格証明書、 入
にゅう

学
がく

許
きょ

可
か

書
しょ

等
とう

、入
にゅうがく

学の内
ないてい

定を証
しょうめい

明

できる書
しょるい

類のいずれかを提
ていしゅつ

出できる者
もの

。③

博
は か せ か て い ざ い せ き し ゃ

士課程在籍者は、1979 年 3 月 31 日以
い こ う

降

に生
う

まれた者
もの

、修
しゅう

士
し

課
か

程
てい

在
ざい

籍
せき

者
しゃ

は 1984 年 3 

月 31 日以
い こ う

降に生
う

まれた者
もの

。④大学院修了後、

母
ぼ こ く

国において勤
き ん む

務することを確
かくやく

約できる者
もの

。（将

来母国において仕事をする意思を持つ者。）⑤

国
こくさいしんぜん

際親善や交流に理
り か い

解をもち、財団で行う行事

や同窓生ネットワークに積極的に参加または協

力できる者。⑥日
に ほ ん ご

本語の日
にちじょうかいわ

常会話ができる者
もの

。

●給
きゅうふきんがく

付金額：（1）月
げつがく

額 20 万
まんえん

円を 1 年
ねん

間
かん

～ 2

年
ねん

間
かん

　（2）月
げつがく

額 18 万
まんえん

円を 3 年
ねんかん

間 　（3）月
げつがく

額

15 万
まんえん

円を 4 ～ 5 年
ねんかん

間　〈いずれも最
さいしゅうもくひょう

終目標と

する学
がくいしゅとく

位取得までの最
さいたんねんげん

短年限とし、本
ほんにん

人が選
せんたく

択

できる。各
かく

コースにおいて支
しきゅう

給が終
しゅうりょう

了したあと

の延
えんちょう

長、または支
し き ゅ う か い し ご

給開始後のコースの変
へんこう

更はで

きない。〉

●給
きゅうふきかん

付期間：2015 年４月から　

●採
さいようにんずう

用人数：15 ～ 20 名
めい

●応
おう

募
ぼ

方
ほうほう

法：主
しゅさいだんたい

催団体ホームページにある応
お う ぼ

募

フォームに入
にゅうりょく

力する

●募
ぼしゅうしめきり

集締切：11 月 30 日

●主
しゅさいだんたい

催団体： 公益財団法人 本庄国際奨学財団

〒 151-0063  東
と う き ょ う と し ぶ や く と み が や

京都渋谷区富ヶ谷 1-14-9 

☎ (03) 3468 - 2214 

E-mail  info@hisf.or.jp

URL  http://www.hisf.or.jp

日
に ほ ん

本に暮
く

らす外
がいこくじん

国人のための　多
たげんごむりょうせんもんかそうだんかい

言語無料専門家相談会

困
こま

っていること、不
ふ あ ん

安なこと、在
ざいりゅうしかく

留資格、ビザ、国
こくさいけっこん

際結婚・離
り こ ん

婚、事
じ こ

故、仕
し ご と

事の問
もんだい

題、税
ぜいきん

金、年
ねんきん

金、

健
けんこうほけん

康保険、DV などを専
せ ん も ん か

門家に相
そうだん

談できます。遠
とお

くにお住
す

まいの方も Skype で相談できます。（「npocinga」

まで事
じ ぜ ん

前にアクセスしてください）

●参
さ ん か せ ん も ん か

加専門家：弁
べ ん ご し

護士、臨
りんしょうしんりし

床心理士、行
ぎょうせいしょし

政書士、社
し ゃ か い ほ け ん ろ う む し

会保険労務士、労
ろうどうそうだんいん

働相談員など

●通
つうやく

訳：英
え い ご

語、中
ちゅうごくご

国語、ポルトガル語、スペイン語、タガログ語、ベトナム語、ルーマニア語。ほかの言
こ と ば

葉

は前
まえ

もって相談してください

●日
に ち じ

時：12 月 21 日（日）13：00 ～ 15：30

●場
ば

所
しょ

：東
とうきょうとけんこう

京都健康プラザハイジア 11F（東
とうきょうとしんじゅくくかぶきちょう

京都新宿区歌舞伎町２丁
ちょうめ

目 44 番
ばん

１号
ごう

／新
しんじゅくえきひがしぐちとほ

宿駅東口徒歩 7 分
ふん

、

西
せいぶしんじゅくえききたぐち

武新宿駅北口から徒歩２分）

●予
よ や く

約・問
といあわ

合せ：☎ 0422-33-1335   e-mail  info@cinga.or.jp

●主
しゅさい

催：NPO 法
ほうじんこくさいかつどうしみんちゅうしん

人国際活動市民中心（CINGA・シンガ）　http://www.cinga.or.jp
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皆様の暖かい御支援に感

謝申上げます

〈会費とご寄附の報告〉

冬
ふゆ

のつどい in 北
ほっかいどう

海道   第
だい

12 回
かい

 国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

冬
ふゆ

のつどい

札
さっぽろゆき

幌雪まつり、白
しらおい

老アイヌ民
みんぞくはくぶつかんけんがく

族博物館見学、スキーまたはそり体
たいけん

験、わかさぎ釣
つ

り体験、地
じ も と だ い が く せ い

元大学生 

とのアイスブレーキング・函
はこだてさんさく

館散策・交
こうりゅうかい

流会、雪
ゆきたいけん

体験（かまくら作
つく

り・ 氷
こおり

キャンドル作り）他
ほか

●宿
しゅくはく

泊：ホテル、研
けんしゅうしせつ

修施設、ホームステイ

●日
にち

時
じ

：２月 10 日～２月 15 日（５
ご は く む い か

泊６日）

●場
ば

所
しょ

：札
さっぽろ

幌 ～ 函
はこだて

館

●定
てい

員
いん

：70 名

●参
さ ん か ひ

加費：フリープラン 51,000 円　羽
は ね だ

田プラン 80,000 円

●申
もうしこみしめき

込締切り：先
せんちゃくじゅん

着順　（最終締切り）2015 年１月７日（水）

　※ 詳
しょうさい

細は WEB サイトにてご確
かくにんくだ

認下さい　http://www.hif.or.jp

●主
しゅ

催
さい

・問合せ：一
いっぱんざいだんほうじん

般財団法人 北
ほっかいどうこくさいこうりゅう

海道国際交流センター  ☎ 0138-22-0770  E-mail: tudoi@hif.or.jp

2014 年８月

特別会員

（３口）
（一財）海外産業人材育成協会 
 足立区

（１口）
今西 淳子 文京区

（株）シーボン 港区
株式会社 InfoDeliver 港区

　賛助会員

村田弘司 近江八幡市
昭和西川（株） 中央区
服部 泰子 豊田市
小関　昭次 中央区

正会員

竹林 惟允 練馬区
井上 美和子 文京区
小倉 美恵子 川崎市

宮原 彬 富士見市
堀内 智代子 国分寺市
関川 弘司／郁子 千葉市
豊島 由久 所沢市
浜崎 長寿／和子 堺市
竹田 繁 南陽市
代田 泰彦／ますよ 所沢市
廣瀬 園子 川崎市
大和 正國 鶴ヶ島市

ご寄附

竹林 惟允 練馬区
中曽根  信 中標津町
酒井 杏郎 渋谷区

2014 年９月

特別会員

（５口）
（株）スリーエーネットワーク 
 千代田区

（１口）
立命館アジア太平洋大学
 別府市

賛助会員

雅留宮 久麿／澄子 野田市
東洋パーツ（株） 秩父郡長瀞町
亜細亜大学 武蔵野市

正会員

浜田 洋子 　 豊島区
DR. HENG FU CHONG 
 ドイツ
増井 潤一郎 中野区
鴇田 純一／由美 千葉市
寺尾 方孝／三枝子 国分寺市

（株）東京教育公論 渋谷区
稲澤  宏一 新宿区

ご寄附

鴇田 純一／由美 千葉市
宮崎 悦子 金沢市
近藤 清子 秩父市



協会のあらまし

ご入会とご寄付のお願い

名　称：公益財団法人アジア学生文化協会
　　　　ＡＳＩＡＮ　ＳＴＵＤＥＮＴＳ　ＣＵＬＴＵＲＡＬ　ＡＳＳＯＳＩＡＴＩＯＮ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （AＳCA）

所在地：東京都文京区本駒込2丁目12番地13号

代表者：理事長　小木曽　友

設　立：1957年（昭和32年）9月18日
　　　　故穂積五一氏創設

目　的：日本とアジア諸国の青年学生が共同生
活を通じて、人間的和合と学術、文化
および経済の交流をはかることによ
り、アジアの親善と世界の平和に貢献
することを目的とする。

◇主な事業◇

（1）留学生宿舎の運営
（2）留学生日本語コースの運営（進学希望者向

けの日本語を中心とする教育）
（3）留学生に対する情報提供支援
（4）アジア語学セミナー
（5）帰国留学生のアジア文化会館同窓会、（社）

日・タイ経済協力協会、ＡＢＫ留学生友の
会との連携・協力

◇会費（年額）◇

正会員　　　1口　1万円
賛助会員　　1口　5万円
特別会員　　1口　10万円
会員には広報誌「アジアの友」が無料配布され
ます。また、広報誌購入だけを希望される方に
は、購読料年間３千円（学生２千円）でお送り
しています。

当財団に対する寄附金は、所得税、一部自治体
の個人住民税、相続税、及び法人税の税制上の
優遇措置があります。

当協会は、政府の補助金を受けていない純
民間運営の公益法人ですので、財源に限り
があり、皆様方からお送りいただく会費、
寄付金は、本協会の活動を支える貴重な財
源となっています。何卒ご理解、ご協力を
お願い致します。

本誌で広告してみませんか。
団体・企業を問わず、編集部へご相談
ください。

「アジアの友」の購読会員（年3,000円・学生2,000）にご入会下さい。振替用紙又は電話等にて。
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後 記
現在はITの発達で過去には考えられないいろいろなことが容易に実現
する時代である。しかし天災の予知はいまだ容易ではないようだ。い
まだ天災は突然襲ってくる。2011年3月11日、16時46分、突然、東北地
方太平洋沖地震が発生し（日本周辺では観測史上最大の地震）、2万人
近い死者・行方不明者を出している。その後、東京直下型地震の予
測、南海トラフのプレート境界沿いで発生する巨大地震の予測、また
日本全国の火山噴火予測等々日本を取り囲む自然災害の可能性は枚挙
にいとまない。そして、2014年9月27日（土）午前11時52分、突如噴火
した長野県‒岐阜県境に位置する霊峰・御嶽山。山頂付近で巻き込まれ
た犠牲者は死者57名、行方不明者7名に上る。この噴火が仮に真冬であ
ったら…、これほど多くの犠牲者はでなかっただろうが、折しも土曜
日の昼時、標高3,067mの御嶽山は紅葉が美しい時期でたくさんの登山
客が各地から集まり、頂上付近では美しい湯釡を眺めながら昼飯をと
っていた人や写真を撮っていた人がたくさんいたと言う。まさに突然
の噴火で、亡くなられた方々の多くが噴石に当たってのことと聞く。
天災でも生死は紙一重。まだまだ事前の予報で回避できる自然災害の
確率は高くはないのが現状だ。海外からの留学生をたくさん抱える当
財団も日本の自然災害には決して無関心ではいられない。防災教育、
防災訓練はいざという時のいささかの助けにはなるとの自戒を持っ
て、行わなければと思っている。（F）
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